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平成７年９月３０日 

曇り時々晴れという天気予報。季節到来、一人でぶらり

ときのこ探しの山歩き。 

8 時 10 分に自宅を出発。慣れた道を走り抜けて市原市

民の森に 10 時に到着。 

沢沿いに進むとナラタケが出始めていたので適量を採

集。おそらく後一週間位で満開（？）になると思われる。 

途中からさくらコースを登って見たが、超乾燥状態でき

のこどころか菌のにおいすらない。 

雨が降るまでは駄目かもしれない。 

万田野林道を歩いて、つばきコースから下山。 

11 時半に駐車場に戻って、第二のターゲットの大福山

へ移動。 

白鳥神社の下に車を止めて斜面を探索するも、ここも同じく乾燥していて収穫なし。 

大福山山頂を往復した後見晴らしの良いところで昼食と昼寝。12 時 35 分から 13 時 35 分までたっぷりと休

憩をとって、第三のターゲット笠森グリーンルートへ移動。 

笠森観音からグリーンルートに入って見たが、ここも同じくカサカサに乾燥していて収穫ゼロ。蛇のぬけが

らだけが土産という寂しい結果となった。 

達成感のない一日の終わり方を悩みながら帰路に入ったが、ここで諦めず第四のターゲットポイントとして

所属する谷当グリーンクラブがある千葉市若葉区谷当町の里山に立ち寄って見た。ハナイグチが大量に採れ、

帰ってから土産を手に入れるという皮肉な結果になった。雨が降らぬ日が続いたり、異常な高温が続いたり

すると菌類の動きにも影響が出てくる。「お天道様のなせる技」の偉大さを知れ、ということだ。 

以上 

 


